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論文内容の要旨
20世紀において技術は二度にわたる世界大戦を経験する中で発展してきた。戦争はある意味において技
術を発展させるが、決して技術の健全な発展を目的とするわけで、はないから、各同は技術体系内部に歪み
ないしストレスを抱え込んだまま、とりあえず目先の目標をクリアするための技術を発達させることになっ
た。舶用蒸気動力システムの場合も例外ではない。第一次世界大戦に至る時期、この分野におけるリーダー
はイギリスであった。この段附で、レシプロ蒸気機関から蒸気タービンの転換が決定的となった。
戦争が終わればよその歪みを除去するための取り組みが本格化し、技術体系は内部により壷みの少ない
状態で獲得する。しかし、岡大戦間期は、次の戦争を念頭に置いて、技術の向上が促される巾で、主要交
戦同の技術は-種の岐路に立たされることになる。その岐路とは、より健全な発展が可能な前提条件を轄
えた上で高度化して行くか、あるいはそうした条件を欠いた状態で性能レベルアップのみを図って行くか、
の分かれ道である。|司じく「巨艦大砲主義」の途を歩んだとしても、アメリカは前者のコースを、イギリ
スと日本は後者のコースを歩んだというのが、第二次世界大戦前の舶用蒸気動力システムに関する構図で
ある。
第二次世界大戦後の技ー術史は、やはり両大戦聞に生じた歪みの除去の過程であったが、諸国家間の差異
は、次の段階、即ち、蒸気タービンに代わる、より高い次元に寸.つ舶用推進プラントを如何に開発するか、
という面に現れた。日本はディーゼル技術の高度化を推進し、この点において世界をリードした。イギリ
スは海軍鑑艇主機におけるガスタービンの導入において先頭を歩んだ。アメリカはこの分野においていず
れの面でも積極性に欠けていた。そして、第 1次石油ショックを契機として、舶用蒸支種h)Jプラントはテ'イー
ゼル機関にほぼ全面的に道を譲ることになる。
すなわち、本論文における、基本的な20世紀技術史像の時間軸は、 20世紀前半は舶用推進システム技術
体系の中に歪みが蓄積されて行った時期、後半はその除去が進み、、技術体系が成熟を迎えると共に、環境
変化によってその担本的は変革が推進された時期、というものである。分析の中心は、舶用車lカシステム
として、蒸気タービンの導入、発展、退場プロセスであり、各段階における技術史上の矛盾とその解決へ
の努力が克明に描かれている。
第11五ef20世紀初頭における舶用蒸気動力システムの革命Jは、舶用蒸気システム進化を理解するため
の前提を叙述している。第2章「タイタニックとその周辺」は、第1次大戦前から戦時期において、舶用
蒸気システム進化のリーダーであったイギリスにおける技術進歩の状況と問題点、その解決に向けて挺示
された二つの対応策の成り立ちとそれぞれの成果を取り.1ニげた。
第3章「舶用蒸気動力システムの大進化(1)一円本海軍における艦艇主機用蒸気タービン技術の導入-， 
一338-
は、日本海軍における舶用蒸気タービンの導入過程において、歯車減速塑蒸気タービンがいかにして導入
されたか、について、|技本式」タービンの成立までを取り倣う。第4章ー舶用蒸気動力システムの大進化
(2)一円本海軍における艦艇:ド機用蒸気タービンの初期トラフ'ルと対第一」は、日本海軍における歯車減速
型蒸気タービン導入初期における事故と対策を分析した。第5:f言「舶用蒸気動力システムの大進化(3 )一
日本海軍における艦艇主機用蒸気タービン技術の確立-Jは、白木福軍における舶用蒸気タービン技術の
自立、すなわち、独自の設計、独自の開発擬術に基づく「艦木式」タービンの確立過程を明らかにする。
第6章「いわゆる臨機調問題と大艦巨砲主義を支えた技術サブシステム聞のアンバランス」は、性能向上
要求や艦艇設計上の要求から、無到な設計を強いられた。「艦本式」タービンにおける璽大事故の集中的発
生問題を取り上げ、アメリカやイギリスの事例との比較により問題を明らかにした。
第7章「戦後における舶用技術サブシステム間アンバランスの解消と現状の問題点」は、第2次世界大
戦後の日本における舶用蒸気プラント技術の世界本準達成と、それに代わる舶用大理ディーゼル機関の発
展過程を述べている。
論文審査の結果の要旨
著者ほ、現代技術の山-典領域に属する機械技術を、 3つの技術サブシステム、すなわち、①構造技術
(ある形と強さを備えたモノを作る技術)、②動力技術(モノに動きを与える技術)、③通信/制御技術(人
と入、人とモノの聞の情報伝達および処理を取り扱う技弥r)、の組み合わせとして理解する。すべての機械
技術は、これら3つのサブシステム問の一定のパ‘ランスの上に成りーすっているのであるが、時代の社会的
要請、技術発展の不均衡から、現実の機械技術の発展は、これらのサブシステム間の矛盾とその克服、新
たな次ノ亡での奈みの発生とその克服への努力、という連鎖過程となるのであるo
本論文は、この視点に伝ら、 19世紀本から20世紀後半における舶用蒸気動)jシステムの進化を描いた作
品である。この時期、舶用動力機関は、レシプロ蒸気機関→蒸気タービン》ディーゼル機関、と変遷する。
海上輸送の高速性、大量性、経済性、という課題への対応の中でのダイナミックな劣化である。本論文が
対象とするのは、このうちの蒸気タービンであり、船舶用動力機関としての蒸気タービンの、(ア)導入
(19世紀末-20世紀初頭)、(イ)発展〈両大戦間期〉、(ウ)終駕(第2次大戦後〕の過程である。
蒸気動力機関は、蒸気をできるだけ高圧・過熱化し、これを真空近くにまで膨娠させた時、熱エネルギー
を巌も効率的に運動エネルギーに転換できる。したがって、蒸気タービンは、高圧蒸気で高速凶転させた
ときに最も効率が高くなるのであるが、そのままでは船舶用動力機関としては阿転数が高すぎる。(ア)期
は、タービン軸とスクリュー輸の直結式の時代であり、タービン回転を高めることはできなかっため、経
済性を犠牲にせざるを得なかった。(イ)期は、減速ギヤを介在させることによって、高速性と経済性を向
上させた時期であった。(ウ)期は、競争相手であるディーゼル機関の高馬力化が進み、蒸気タービンは一
部の大型船のみに使用されるだけになってきた時期である。
具体的には、(ア〉期は、主にイギリスを舞台として、当時の大白洋横断航路における旅客輸送の大量化、
高速化という社会的要請への対比iとして、大型客船に蒸気タービン機関が導入され始めた時期の問題点を
分析する。この時期、大西洋航路では海運会社問で競争が行われていたが、レシプロ蒸気機関の動力性能
では限界が見えていた。そこで、蒸気タービンが導入され始めたのである。この時期は直結式の時代で・あ
り、タービンは低圧・低迷型、そして回転力を得るために大型ー化せざるを得ず、経術性は劣恵であった。
著名なタイタニック号のようにタービンとレシプロ機関の併周期がこの時期には適合的であったが、高速
性では、オーJレ・タービンのルシタニアサ、モーレタニアせが群をjbiいていたの
(イ)期は、岡大i境問期のギヤード・タービンの時代である。この時代をリードしたのはアメリカで‘あっ
た。 2段減速を達成することにより、タービンの小型化、高速化を可能とし、機関構造面にも負担を軽減
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できた。これに対し、イギリス、円本では、 1段減速で進んだため、さまざまに無理を重ねることになった。
本論文では、神戸商船大学渋谷文庫収蔵資料によって、旧白木海軍におけるタービンの技術開発が克明に
分析される。課題は、低速運転時と高速運転時の性能の両立、軍艦の重装備化と高速化・軽量化の両立、
への苦闘であった。ここが論文の中心部分をなしている。
(ウ)期は、第2次大戦後である。蒸気タービンの技術は進歩していったが、一層経済的なディーゼル
機関の台頭がめざましく、大型タンカーなど、一部の超大型船舶を除いて、舶用動力機関としては蒸気ター
ビンが使用されなくなる時期であった。
本論文は、 3つの技術サブシステム相互間の歪みとその克服の連鎖という視点、で、舶用蒸気タービンの
導入、発展、終駕の全過程を見通すという、大きな視点からの産業技術史研究である。また、旧日本海軍
における蒸気タービン技術の変遷に関して、自身がが海軍の技術者であった渋谷氏を中心として蒐集され
た膨大な資料に取り組み、文字通り「微に入り細を穿つ」分析を行ったの
以上のように、本論文は、長期の大きな歴史的視点と、微視的な技術分析とを兼ね備えたすぐれた産業
技術史の研究であり、よって、博上(経済学)の学位を授与するに値するものと判断する。
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